
「
国
語
」
と
国
語
教
育

―

明

治

中

期

を

中

心

と

し

て

―

は
じ
め
に

｢
国
語
｣
に
は
､
次
の
用
法
が
あ
る
｡

1

あ
る

l
国
の
言
語
､
な
い
し
は
､
あ
る

一
国
の
公
用
語

的
､
国
家
語
的
な
性
格
の
言
語
を
指
す
用
法

(以
下
'
国

家
語
的
用
法
と
略
称
)

2

日
本
人
が
､
自
国
語
と
し
て
の
日
本
語
の
総
体
的
な
も

の
､
あ
る
い
は
'
共
通
語
的
な
も
の
を
指
す
用
法

(以
下
､

自
国
語
的
用
法
と
略
称
)

3

教
科
名
を
指
す
用
法

4

和
語
を
指
す
用
法

5

方
言
を
指
す
用
法

こ
れ
ら
の
用
法
の
う
ち
､
-

前
期

(明
治
二
十
年
ご
ろ
ま
で
)

徴
と
用
例
を
示
す

(往
1
)
0

-

国
家
譜
的
用
法

近
世
の
後
半
以
降
に
'

2
に
つ
い
て
､
近
世
か
ら
明
治

ま
で
に
見
ら
れ
る
使
用
上
の
特

主
と
し
て
'
洋
学
関
係
､
翻
訳

･
辞
典

(外
国
語
関
係
)
､
外
国
の
紀
行

･
轟
内
､
啓

蒙
的
論
説
等
'
外
国
の
文
化
と
の
接
触
に
関
す
る
文
献

京

極

興

一

中
に
用
い
ら
れ
る
｡

(
-
)
凡
有
物
必
有
躍
旬
与
国
語
O
今
所
直
訳
悉
用
和
蘭

国
語
也

(杉
田
玄
白
訳

『
解
体
新
春
』
安
永
三
年
)

(
2
)
魯
国
之
国
語
人
欧
羅
巴
lI
お
ひ
て
学
ふ
こ
最
も
六

ヶ
軟
と
聞
け
り

(
森
有
礼

『
航
魯
紀
行
』
慶
応
二

年
)

2

自
国
語
的
用
法

幕
末
以
降
に
､
主
と
し
て
､
国
語
間
願

･
国
語
教
育

･

国
語
研
究
等
､
日
本
人
同
士
の
間
の
対
内
的
､
仲
間
内
的

分
野
の
文
献
中
に
用
い
ら
れ
る

(注
2
)
0

(
3
)
抑
々
西
審
理
義
最
精
細

こ
シ
テ
｡
章
句
頻
ル
丁
寧

反
覆
セ
リ
0

(
中
略
)
コ
レ
ヲ
漢
文
二
部
セ
バ
O

或

ハ
其
義
ヲ
誤
ラ
ム
｡
故
二
今
国
語
ヲ
以
テ
コ
レ

ヲ
綴
り
｡
務
メ
テ
了
解
シ
易
カ
ラ
シ
ム

(川
本
華

氏

『
気
梅
観
潤
広
義
』
凡
例

轟
永
四
年
)

(
4
)
此
書

ハ
国
語
二
依
テ
｡
洋
語
ヲ
検
査
ス
ル
為

こ
｡

編
輯
セ
リ

(村
上
英
俊

『
五
万
通
譜
』
凡
例

安
政

三
年
)
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本
稿
は
､
明
治
中
期

(
明
治
二
十
年
ご
ろ
か
ら
三
十
年
代
半
ば

ま
で
)
を
中
心
と
し
て
'
自
国
語
的
用
法
の

｢
国
語
｣
の
公
的
使

用
に
至
る
経
過
､

｢
国
語
｣
及
び
国
語
教
育
の
意
味
す
る
も
の
､

及
び
両
者
の
関
連
等
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
｡

1

｢
国
語
｣
の
公
的
使
用
の
成
立

教
育
の
分
野
に
お
い
て
､
教
科
名
と
し
て
､

｢
国
語
｣
'
又
は
､

そ
の
複
合
語
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
の
は
､

｢
学
制
｣
発
布
以
後

の
こ
と
で
あ
る
｡

(
-
)
第
二
十
九
章

中
学

ハ
小
学
ヲ
経
タ
ル
生
徒

二
普
通
ノ
学

科
ヲ
教
ル
所
ナ
リ

(中
略
)

下
等
中
学
教
科

1

国
語
学

(中
略
)

上
等
中
学
教
科

一

国
語
学

(下
略
)

(
『
学
制
』

明
治
五
年
)

(
2
)
玄

ニ

1
疑
問
ア
リ
日
ク
六
歳

ヨ
-
十
四
歳

二
重
ル
児
童

ハ

之

二
何
等
ノ
科
目
ヲ
教

ユ
可
キ
ヤ
又
其
教
訓
ノ
方
法

ハ
如

何
ナ
ル
可
キ
ヤ
ト
囚
テ
今
余
次
ヲ
逐
ヒ
之

二
答

へ
ン
ト
ス

日
ク
先
ヅ
第

一
ハ
国
語
ノ
読
方
其
文
法
其
字
義
及
ビ
文
章

ヲ
作
ル
方
法
ヲ
教

ユ
ル
コ
ト
最
緊
要
ノ
者
ニ
シ
テ
又
其
国

語
ヲ
教

ユ
ル
方
法

二
三
種
7
-

(
チ
ャ
ン
プ
ル
氏
説
箕
作

瞬
祥
訳

『
教
導
説
』

明
治
六
年
)

(
3
)
斯
ク
旧
来
京
都
名
誉

ノ
効
験

7
-
シ
巧
妙
ナ
ル
手
業

ハ
､

本
校

二
於
テ
益
琢
磨
セ
ラ
ル
ル
ナ
リ
｡
其
手
業
ヲ
教
フ
ル

./
司
叫威
旧
,
算
術

,
北
一博
工
替

.
詞ヨ
字

ヲ
敗

フ
ル
ト
司
噂

ニ
ケ
i

ヲ
為
セ
リ

(
『
ダ
ビ

ッ
ト
モ
ル
レ
-
申
朝
』

明
治
七
年
)

(
4
)

(
第
四
)
国
語
学
科
ヲ
設
ク
ル
コ
ト

我
国

こ
生
レ
テ
我

国
語
ヲ
知
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
固
ヨ
リ
論
ヲ
待
タ
ザ

ル
ナ
リ

(中
略
)
是
レ
国
語
学
ノ
設
ケ
ナ
カ
ル
ベ
カ
ラ
ザ

ル
所
以
ナ
リ

(
『
文
部
省
第
二
年
報
』
広
島
師
範
学
校

明

治
七
年
)

(
5
)
民
間
ノ
学
校
､
共
土

1
万
四
千
九
百
七
十
ヶ
所
､
法
教
､

国
語
､
習
字
､
算
術
､
及
ビ
地
理
､
歴
史
'
物
理
ノ
大
要

ヲ

(
本
国
ヲ
主
ー
シ
)
教

へ

(久
米
邦
武

『
米
欧
回
覧
実

記
』

七
十
九
巻
塊
地
利
国
の
総
説

明
治
九
年
)

明
治
初
期

に
用
い
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
用
例
に
は
'
そ
の
内
容
が

必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
､
ま
た
､
教
科
名
で
あ
る
か
が
疑
わ
し

い
も
の
も
あ
る
｡
例
え
ば
､
例

(
-
)
の

｢
国
語
学
｣
の
内
容
は

不
明
で
あ
り
､
例

(
2
)
の

｢
国
語
｣
は
'
教
科
名
と
見
る
こ
と

が
無
理
か
も
し
れ
な
い
｡
し
か
し
､
例

(
3
)

(
4
)

(
5
)
が

教
科
名
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
｡

さ
て
､
明
治
十
九
年
に
､

｢
国
語
｣
と
い
う
学
科
が
､
例

(
6
)

の
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
Q
こ
れ
は
､
明
治
十
年
代
に
､
自
国
語
的

用
法
の
使
用
が
増
加
し
､

1
般
化
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
｡

(
6
)
尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度

国
語
及
漢
文

漠
字

交
リ
文
及
龍
文

ノ
講
読
審
取
作
文

高
等
中
学
校

ノ
学
科
及
其
程
度

国
語
及
漢
文

漢
字

).LiL
リ
か
へ
nX
典
か
ヘ
ノ
蒋
吐冗
密
接
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市
常
師
範
学
校
ノ
学
科
及
共
程
度

国
語

没
文

日
本

ノ
文
法
文
学
ノ
要
略
及
作
文

支
那
の
文
法
文
学
の
要

略
高
等
師
範
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度

国
語
漢
文

日
本

ノ
文
法
文
学
及
作
文

支
那
の
文
法
文
学
及
作
文

(中
学
校
令

･
師
範
学
校
令
に
基
づ
-
文

部
省
令

明
治
十
九
年
)

こ
の

｢
国
語
｣
の
実
際
の
教
授
内
容
は
､
次
の
伊
沢
佐
二
㌧
上
田

万
年
両
氏
の
言
葉
の
よ
う
に
､
そ
れ
ま
で
の
科
目

｢
和
漢
文
｣
の

｢
和
｣
と
変
ら
ず
'
旧
態
依
然
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
｡

国
語
卜
申
ス
モ
ノ
ハ
'
設
ケ
テ
ア
テ
モ
例
ノ
詞
ノ
八
街
ト
カ
'

･
或

ハ
詞
ノ
玉
緒
ト
カ
'
或

ハ
文
法
書
ト
カ
称
ス
ル
書
物
二
依

テ
､
誠

二
古
イ
大
和
言
葉
卜
云
フ
モ
ノ
ノ
活
用
ナ
ド
ヲ
研
究

ス
ル
コ
ト
ガ
､
重
モ
ナ
ル
部
分
ト
ナ
テ
居
リ
マ
ス

(
伊
沢
修

二

｢
本
邦
語
学
二
付
テ
ノ
意
見
｣

へ
『
大
日
本
教
育
会
雑
誌
』

八
十
五
号

明
治
二
十
二
年
四
月
)
)

文
部
省
ヨ
リ
出
ダ
サ
レ
タ
ル
高
等
師
範
学
校
等
ノ
学
科
中
'

国
語
ノ

一
科
ヲ
設
ケ
ラ
ル
ル
ガ
､
此
ノ
国
語
科

ハ
雅
文
ヲ
研

究
ス
ル
コ
ト
ノ
様

二
考

へ
ラ
レ
'
話
シ
ト
云
フ
意
味
ヲ
有
セ

ザ
ル
コ
ト
ト
思

ハ
ル
｡
即
専
雅
文
ノ
コ
ト
ニ
解
セ
ラ
レ
言
語

ト
ハ
其
趣
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
ノ
ノ
如
シ

(上
田
万
年

｢
小
学
ノ

教
科
二
国
語
ノ

7
科
ヲ
設
ク
ル
ノ
議
｣

へ
『
大
日
本
教
育
会

雑
誌

総
集
会
記
事
第
二
』
明
治
二
十
二
年
十
月
』
)
)

し
か
し
'
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
､

こ
の
教
科
名
と
し
て
の
使
用
は
､

自
国
語
的
用
法
の

｢
国
語
｣
が
初
め
て
公
的
用
語
と
し
て
認
知
さ

れ
た
と
い
う
点
で
'

｢
国
語
｣
の
語
誌
の
上
の
画
期
的
な
出
来
事

で
あ

っ
た
｡
そ
し
て
'
十
余
年
遅
れ
る
が
'
小
学
校
に
お
い
て
も
､

例

(
7
)
の
よ
う
に

｢
国
語
｣
科
が
成
立
し
'

｢
国
語
｣
は
教
育

の
分
野
に
公
的
に
出
揃
う
こ
と
に
な
る
｡

(
7
)
尋
常
小
学
校
ノ
教
科
目

ハ
修
身
､
国
語
'
算
術
､
体
操
ト

ス

(小
学
校
令
第
十
九
条

明
治
三
十
三
年
)

以
上
'
教
育
の
分
野
に
お
け
る
自
国
語
的
用
法
の

｢
国
語
｣
の

使
用
状
況
を
見
て
き
た
が
'
そ
れ
以
外
の
分
野
で
の
公
的
な
使
用

は
ど
の
よ
う
で
あ

っ
た
か
'
次
に
､
そ
の
主
要
な
事
柄
を
挙
げ
て

み
よ
う
｡

植
民
地
言
語
政
策
の
分
野

明
治
二
十
八
年
に
併
合
し
た
台
湾
に
お
い
て
'
二
十
九
年

に

｢
国
語
伝
習
所

･
国
語
学
校
｣
を
設
置
す
る
｡

大
学
教
育

･
学
問
研
究
の
分
野

明
治
二
十
二
年
に
'
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
お
い
て
'
和

文
学
科
を
国
文
学
科
と
改
称
L
t
授
業
科
目
に

｢
国
語
｣

を
置
-
｡
こ
の
科
目
は
二
十
六
年
に

｢
国
語
学
｣
と
な
る
｡

明
治
三
十
年
に
'
同
大
学
に

｢
国
語
研
究
室
｣
を
設
置
す

る
｡

国
語
問

題

･
国
語
施
策
の
分
野

明
治
三
十
三
年
に
､
文
部
省
は

｢
国
語
調
査
委
員
｣
を
任

命
'
第

一
回

｢
国
語
調
査
会
｣
を
開
催
す
る
｡
三
十
五
年

に

｢
国
語
調
査
委
員
会
｣
の
官
制
が
公
布
さ
れ
る
｡
国
語
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問
題
解
決
の
た
め
の
官
立
の
調
査
機
関
の
最
初
で
あ
る
｡

こ
れ
ら
を
通
観
す
る
と
､
明
治
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
の
前

半
に
か
け
て
､
国
家
の
重
要
な
施
策
､
制
度
等
の
中
に
､
自
国
語

的
用
法
の

｢
国
語
｣
が
次
々
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
｡

こ
こ
に
お
い
て
'
こ
の

｢
国
語
｣
は
'
近
代
日
本
の
政
治

･
学
問

･
教
育
等
の
中
に
探
-
根
を
下
ろ
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

そ
し
て
'
こ
の

｢
国
語
｣
が
公
的
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ

と
は
､
明
治
前
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の

｢
国
語
｣
の
使
用
の
増

加
'
定
着
の
歴
史
の
上
か
ら
見
る
と
､
自
然
な
選
択
で
あ

っ
た
と

い
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
､
各
分
野
に
わ
た
り
､
明
治
中
期
に
集

中
し
て
い
る
現
象
か
ら
す
る
と
'

｢
国
語
｣
を
選
択
し
た
根
底
に
､

国
家
が

｢
国
語
｣
に
託
し
た
何
も
の
か
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
｡
そ
の
よ
う
な
観
点
に
立
つ
と
'

｢
国
語
｣
の
意

味
す
る
も
の
､
日
本
人
の

｢
国
語
｣
観
､
そ
し
て
､
国
語
教
育
'

植
民
地
言
語
政
策
､
国
語
学
､
国
語
問
題
の
あ
り
方
に
及
ぼ
し
た

影
響
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
｡

｢
国

語
｣
は
､
日
本
の
近
代
に
つ
い
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
も
あ
る

(注

3
)
0
な
お
'
当
時
､
自
国
語
的
用
法
の

｢
国
語
｣
と
遊
ん
で
用
い
ら

れ
た
語
に

｢
日
本
語
｣
が
あ
る
｡
こ
の
語
は
'
近
世
に
少
な
い
が
'

明
治
前
期
に
多
-
用
い
ら
れ

一
般
的
な
用
語
と
な

っ
た
｡
た
だ
'

自
国
語
的
用
法
の

｢
国
語
｣
が
､
日
本
人
同
士
の
対
内
的
､
仲
間

内
的
な
性
格
で
あ
る
の
に
対
し
て
､

｢
日
本
語
｣
は
､
諸
言
語
の

中
の

l
つ
の
言
語
た
る
日
本
語
の
呼
称
と
し
て
対
外
的
に
開
か
れ

た
性
格
で
あ
る
と
い
う
差
異
を
持

つ

(注
4
)
D
そ
れ
に
し
て
も
､

着
の
教
育

二
言
譜
政
策

･
学
問
研
究

･
国
語
問
題
等
の
分
野
に
お

い
て
､

｢
日
本
語
｣
が
公
的
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
､
ほ
と
ん
ど

な
か

っ
た
｡
例
え
ば
､
例

(
8
)

(
9
)
の

｢
日
本
語
学
｣
の
よ

う
な
語
も

1
股
的
と
な
ら
な
か

っ
た
.

(
8
)
日
本
語
学
は
第
二
級
よ
り
始
候
事

(
西
周

『
文
武
学
校
基

本
井
規
則
審
』

明
治
三
年
)

(
9
)
第
百
十
九
章

ヌ
部
省

ハ
日
本
語
学
及
文
学
ノ
整
頓
ヲ
謀

り

(ダ
ビ
ッ
ト

･
マ
レ
ー

『
学
監
考
案
日
本
教
育
法
』

明

治
十
年
)

二

｢
国
語
｣
の
意
味
す
る
も
の

明
治
前
期
に
お
い
て
､

｢
国
語
｣
の
意
味
が
問
わ
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
o
L
か
し
､
明
治
中
期
に
は
､
使
用
の
拡
大
､

公
的
使
用
に
関
連
し
て
､
そ
の
意
味
す
る
も
の
が
問
題
と
き
れ
る

よ
う
に
な

っ
た
｡
次
に
､
そ
の
代
表
的
と
見
ら
れ
る
も
の
三
編
に

つ
い
て
､

｢
国
語
｣
の
概
念
が
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
た
か
を
考

察
し
た
い
｡

(
-
)
関
根
正
直

｢
国
語
ノ
本
体
井
ヒ
エ
其
価
値
｣

(
『
発
揮
学

会
雑
誌
』
二
ノ
三
.
明
治
二
十

1
年

一
月
)

(注
5
)

氏
は
､
こ
の
論
の
冒
頭
に
'

｢
近
来
小
中
学
校
こ
､
国
語
卜
云

ヘ
ル
学
科
ア
ル
ハ
'
吾
人
ノ
知
ル
所
ナ
レ
ド
モ
､
此
ノ
国
語
-
ハ

何
如
ナ
ル
者
ナ
-
ヤ
､
其
本
体

二
重
-
テ
ハ
､
世
二
曹
ク
知
ラ
レ

ザ
ル
ニ
似
ク
リ
｣
と
述
べ
､

｢
国
語
ノ
本
体
｣
に
つ
い
て
､
次
の

24



よ
う
に
説
く
O

抑
言
語

ハ
時
世
ェ
随
ヒ
テ
､
変
ズ
ル
者
ナ
レ
バ
､
古
語

ハ
骨

雅

ニ
シ
テ
､
今
言

ハ
俗
ナ
-
-
云
フ
区
別

ア
ル
ベ
キ
ナ
ラ
ズ
'

唯
今
日
普
通
言
文
ノ
雅
正

ナ
ル
ニ
就
ヰ
テ
'
僧
俗
ノ
靴
誤
ヲ

匡
シ
､
漢
語
即
音
譜
モ
又

一
種
ノ
国
語
ナ
レ
バ
､
強
ヒ
テ
除

去

ス
ル
ニ
及
バ
ズ
'
洋
語
ト
チ
モ
国
語
ノ
取
扱
ヒ
エ
移
シ
テ

用
ヰ
ン
コ
ト
､
亦
不
可
ナ
ラ
ズ
､
斯
ク
テ
コ
ソ
､
国
語
ノ
規

模
誠

二
倍
大
ナ
ル
者
ナ
レ
ト
云

フ
ュ
ア
-
'
必
尭
国
語
ノ
本

体

八
､
今
日
普
通
ノ
言
文
ナ
リ
､

即
ち
､

｢
国
語
｣
は
'
和
語

･
瀧
譜

･
外
来
語
を
含
む

｢
今
日
普

通
ノ
言
文
｣
で
あ
る
と
い
う
｡
な
お
､
翌
年
､
伊
沢
修
二
氏
に
も

同
趣
旨
の
論
が
見
ら
れ
る

(
往
6
)
｡
こ
れ
ら
は
､
後
に
当
然
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
が
､
当
時
と
し
て
は
､
重
要
な
論
点

で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
い
え
る
｡

次
に
､
氏
は
､

｢
国
語
ノ
価
値
｣
と
い
う
題
目
の
も
と
に
､
次

の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
｡

国
語

ハ
国
民

1
統

ェ
貫
通

ス
ル
､

1
国
特
有
ノ
顕
象

ニ
シ
テ
'

国
民
ノ
精
神
気
象
好
尚
習
慣
等
卜
同
ジ
ク
､
独
立
国
ノ
上

ェ

ハ
必
ズ
存
在
シ
テ
ア
ル
ベ
ヰ
者
ナ
-
､

(
中
略
)
国
語
ノ

一

定

ハ
､
即
チ
国
家
ノ
独
立

ヲ
断
定
ス
ル
ニ
足
ル
ペ
ヰ
価
直
ア

ル
者
ナ
-
､
蓋
シ
何
処

ニ
テ
モ
'
国
語
程
其
国
家

ェ
鞭
リ
テ
'

大
切
貴
重
ナ
ル
者

ハ
ア
ラ
ジ

こ
の
論
の
注
目
す
べ
き
は
'

｢
国
語
｣
が
国
家

･
国
民
成
立
の
基

盤
に
あ
る
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
｡
こ
れ
に
近
い
考
え
方
は
'
幕

末
以
来
､
国
字
問
題
の
諭
の
中
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
､
全
-
目

新
し
い
も
の
で
は
な
い
｡
し
か
し
､

｢
国
語
｣
と
い
う
語
に
即
し

て
､
明
確
に
規
定
し
た
こ
と
は
画
期
的
な
こ
と
と
い
え
よ
う
｡
ま

た
､
そ
れ
が
次
に
引
用
す
る
よ
う
に
､
国
語
の
現
状
､
研
究
の
不

振
､
国
民
の
無
関
心
等
に
対
す
る
危
機
感
か
ら
発
し
た
こ
と
も
､

注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

独
立
ノ
国
利
ヲ
代
表
シ
'
国
民
ノ
元
気

二
大
関
係
ヲ
有
ス
ル
､

国
語

ハ
漸
ク
外
国
工
圧
倒
セ
ラ
ル
ベ
キ
形
勢
7
-
㌧
然
ル
ニ

之
レ
ヲ
憂

フ
ル
人
サ
ヰ

ハ
何
如
ゾ
ヤ
､

(中
略
)
抑
国
語
ノ

一
定
セ
ザ
ル
ハ
国
家
ノ
体
面

こ
関
シ
､
語
法
ノ
錯
乱
ナ
ル
ハ

文
学
上
ノ
欠
典

ニ
シ
テ
'
学
者
ノ
恥
辱
ナ
リ
'
否
国
民

ノ
恥

辱
ナ
リ
'
又
国
語
ノ
錯
雑
無
法
ナ
ル
ハ
大
ナ
ル
不
便
ナ
リ
'

然
ル
ヲ
社
会
ノ
多
数

ハ
更

二
之
ヲ
意
ト
セ
ズ

(
2
)
上
田
万
年

｢
国
語
と
国
家
と
｣

(
明
治
二
十
七
年
十
月
八

日
の
訴
坊
｡

『
国
語
の
た
め
』

(明
治
二
十
八
年
刊
)
所

収
)

(
注

7
)

｢
国
語
は
帝
室
の
藤

原
な
り
､
国
語
は
国
民
の
慈
母
な
り
｣
は
､

『
国
語
の
た
め
』
の
巻
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
言
弟
で
あ
る
が
､
そ
の

意
図
す
る
と
こ
ろ
を
､

｢
国
語
と
国
家
と
｣
の
中
で
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
｡

言
語
は
こ
れ
を
話
す
人
民
に
取
り
て
は
､
恰
も
其
血
液
が
肉

体
上
の
同
胞
を
示
す
が
如
-
､
精
神
上
の
同
胞
を
示
す
も
の

に
し
て
､
之
を
日
本
国
語
に
た
と

へ
て
い
へ
ば
'
日
本
語
は

日
本
人
の
精
神
的
血
液
な
り
と
い
ひ
っ
べ
し
｡
日
本
の
国
体
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は
､
こ
の
精
神
的
血
液
に
て
主
と
し
て
維
持
せ
ら
れ
､
日
本

の
人
種
は
こ
の
最
も
つ
よ
き
最
も
永
く
保
存
せ
ら
る
べ
き
鎖

の
為
に
散
乱
せ
ざ
る
な
り
｡

(中
略
)
か
く
の
如
く
､
其
言
語

は
単
に
国
体
の
標
識
と
な
る
者
の
み
に
あ
ら
ず
､
又
同
時
に

一
種
の
教
育
者
所
謂
な
さ
け
深
さ
母
に
て
も
あ
る
な
り
｡
わ

れ
わ
れ
が
生
ま
る
る
や
い
な
や
'
こ
の
母
は
わ
れ
わ
れ
を
其

臓
の
上
に
む
か

へ
と
り
､
懇
ろ
に
此
国
民
的
思
考
力
と
'
此

国
民
的
感
動
力
と
を
､
わ
れ
わ
れ
に
教

へ
こ
み
く
る
る
な
り
｡

こ
の

｢
国
語
｣
と
国
家

･
国
民
と
を

一
体
と
す
る
論
は
､
必
然
的

に
､
国
縛
の
愛
護

･
改
良
､
国
家
教
育
の
た
め
の
国
語
教
育
､
国

語
研
究
等
の
必
要
性
に
及
び
､
更
に
､
そ
の
こ
と
が
急
務
で
あ
る

と
訴
え
る
の
で
あ
る
が
､
そ
れ
は
､

｢
国
語
｣
の
現
状
に
つ
い
て

の
次
の
よ
う
な
認
識
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ

っ
た
｡

悲
し
い
我
､
我
国
に
て
は
此
日
本
語
は
､
末
だ
其
受
納
す
べ

き
だ
け
の
款
待
を
受
け
屠
ら
ざ
る
な
り
｡
見
よ
此
不
孝
不
実

な
る
大
和
男
児
は
'
如
何
に
此
上
に
抜
群
ふ
か
巷

(中
略
)

鳴
呼
世
間
す
べ
て
の
人
は
､
華
族
を
見
て
帝
嘉
の
滞
犀
た
る

こ
と
を
知
る
｡
し
か
も
日
本
語
が
荷
重
の
忠
臣
､
国
民
の
慈

母
た
る
事
に
い
た
り
て
は
､
知
る
も
の
却
り
て
柿
な
り
｡

こ
の
論
の
中
に
用
い
ら
れ
た
の
は
'

｢
国
語
｣
十
六
例
､

｢
自

国
語
｣
六
例
､

｢
日
本
語
｣
十

一
例
､

｢
日
本
国
語
｣

一
例
で
あ

り
'
用
語
は
必
ず
し
も
定
ま
ら
ず
'

｢
国
語
｣
は
､
国
家
語
的
用

法
と
自
国
語
的
同
法
が
共
に
用
い
ら
れ
て
い
る
｡
し
か
し
､

『
国

語
の
た
め
』
の
巻
頭
言
､
並
び
に
､

｢
国
語
と
国
家
と
｣
と
い
う

こ
の
論
の
題
目
か
ら
見
て
'
氏
の
諭
の
主
眼
は
'
究
極
的
に
､
自

国
語
的
用
法
と
し
て
の

｢
国
語
｣
の
意
味
す
る
も
の
を
明
ら
か
に

す
る
と
こ
ろ
に
あ

っ
た
と
い
っ
て
よ
い
｡

そ
れ
に
し
て
も
､
関
根
氏
と
上
田
氏
の
論
に
は
共
通
点
が
多
い
｡

そ
れ
が
偶
然
生
じ
た
も
の
か
､
何
等
か
の
関
係
が
あ

っ
た
も
の
か

は
､
今
の
所
不
明
で
あ
る
｡
し
か
し
､
当
時
の
数
少
な
い
新
進
の

研
究
者
で
あ
る
二
人
の
意
見
の

一
致
は
'
明
治
二
十
年
代
の
基
本

的
な
方
向
を
示
す
も
の
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う

(
因
に
'
前
者
は
帝

国
憲
法
公
布
の
前
年
､
後
者
は
日
摘
戦
争
開
始
直
後
の
発
表
で
あ

る
)
｡
な
お
､
関
根
氏
の
論
が
最
初
の

｢
国
語
｣
輪
と
し
て
の
意

義
を
持

つ
と
す
る
な
ら
ば
､
上
田
氏
の
論
は
､
そ
の
文
章
の
説
得

力
に
加
え
て
筆
者
の
名
声

･
幅
広
い
活
動
か
ら
､
世
間
に
与
え
た

影
響
は
大
き
-
､
日
本
人
の
共
通
的

｢
国
語
｣
観
の
形
成
に
与

っ

て
力
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

(
3
)
大
槻
文
彦

『
広
日
本
文
頻
別
記
』

(
明
治
三
十
年
刊
)

(

注
8
)

こ
の
巻
物
は

､
文
法
番
で
あ

っ
て

｢
国
語
｣
を
論
じ
た
も
の
で

な
い
に
も
拘
ら
ず
､
序
輪
に

1
項
を
設
け
､
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
0
そ
の
内
容
は
､
関
根

･
上
田
両
氏
の
諭
と
同
趣
旨
で
あ
る

が
､
い
わ
ば
国
家
的
覇
業
と
し
て
の

『
言
海
』
を
完
成
さ
せ
､
国

語
界
の
重
鎮
的
存
在
で
あ

っ
た
氏
の
著
述
に
記
さ
れ
た
点
に
注
目

す
べ
き
も
の
が
あ
る
｡

｢
国
語
｣
観
の
走
者
を
こ
の
文
章
に
見
る

こ
と
が
で
き
る
O

l
国
の
国
語
は
'
外
に
対
し
て
は
､

1
民
族
た
る
こ
と
を
証
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し
､
内
に
し
て
は
､
同
胞

一
体
な
る
公
義
感
覚
を
固
結
せ
し

む
る
も
の
に
て
､
即
ち
､
国
語
の
統

一
は
､
独
立
た
る
基
礎

に
し
て
､
独
立
た
る
標
識
な
り
｡
さ
れ
ば
､
国
語
の
消
長
は
､

国
の
盛
衰
に
関
し
､
国
語
の
純
､
駁
､
正
､
枕
は
､
名
教
に

関
し
､
元
気
に
関
し
､
国
光
に
関
す
､
豊
に
'
勉
め
て
皇
張

せ
ざ
る
ぺ
け
む
や
｡

さ
て
へ
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
'
明
治
中
期
に
'

｢
国
語
｣

が
国
家

･
国
民
と

1
体
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
提

示
さ
れ
た
｡
そ
の
背
景
に
は
､
欧
米
の
列
強
と
比
較
し
た
時
の
日

本
の
存
在
基
盤
の
脆
弱
さ
の

一
因
が
､

｢
国
語
｣
の
現
状
と
こ
れ

に
対
す
る
国
家

･
国
民
の
認
識
の
薄
さ
に
あ
る
と
の
判
断
が
あ

っ

た
｡
当
時
の
国
家
主
我

･
民
族
主
義
的
意
織
が

｢
国
語
｣
観
を
形

成
し
た
と
も
い
え
よ
う
｡
と
こ
ろ
で
､
こ
の
考
え
方
は
'
そ
の
後
､

日
本
人
の

｢
国
語
｣
観
の
基
本
と
し
て
'
疑
わ
れ
る
こ
と
な
-
壁

け
継
が
れ
'
各
分
野
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
｡
例
え
ば
'

教
育
に
つ
い
て
見
れ
ば
'
数
十
年
後
に
使
用
さ
れ
た
教
科
書
に
も
､

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
C'

我
が
国
は
､
神
代
こ
の
か
た
万
世

i
系
の
天
皇
を
い
た
'J,
き
､

世
界
に
た
ぐ
ひ
な
き
国
体
を
成
し
て
'
今
日
に
進
ん
で
来
た

の
で
あ
る
が
､
我
が
国
語
も
ま
た
､
国
初
以
来
継
続
し
て
現

在
に
及
ん
で
ゐ
る
｡
だ
か
ら
'
我
が
国
譜
に
は
祖
先
以
来
の

感
情

･
精
神
が
と
け
こ
ん
で
を
り
'
さ
う
し
て
'
そ
れ
が
ま

た
今
日
の
我
々
を
結
び
付
け
て
､
国
民
と
し
て

!
身

1
体
の

や
う
に
な
ら
し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡

(
中
略
)

国
弦
pP
は
､
か
う
い
ふ
風
に
､
国
家

･
国
民
と
離
す
こ
と
の

出
来
な
い
も
の
で
あ
る
｡
国
語
を
忘
れ
た
国
民
は
､
国
民
で

な
い
と
さ

へ
い
ほ
れ
て
ゐ
る
｡

国
語
を
尊
べ
｡
国
語
を
愛
せ
よ
｡
国
語
こ
そ
は
'
国
民
の

魂
の
宿
る
所
で
あ
る
0

(
『
小
学
国
語
読
本
』
巻
九
第
二
十

八

｢
国
語
の
力
｣
昭
和
十

一
年
発
行
｡

『
初
等
科
国
語
』
巻

八
第
二
十

｢
国
語
の
力
｣
昭
和
十
八
年
発
行
)

三

国
語
教
育
の
意
味
す
る
も
の

明
治
十
九
年
か
ら
明
治
三
十
三
年
の
改
正
小
学
校
令
の
発
布
ま

で
の

｢
読
替

･
作
文

･
習
字
｣
の
時
期
に
､

｢
国
摺
｣
教
育
に
関

す
る
諭
は
必
ず
し
も
多
-
な
い
が
'
そ
の
中
で
､
上
田
万
年
氏
の

論
と
､
与
良
熊
太
郎
氏
の
輪
に
注
目
す
べ
き
点
が
見
ら
れ
る
｡

上
田
氏
は
､
次
に
挙
げ
る
よ
う
に
､
国
語
教
育
に
つ
い
て
多
-

論
じ
て
い
る
｡

(
-
)
小
学
ノ
教
科

二
国
語
ノ

1
科
ヲ
設
ク
ル
ノ
議

(
大
日
本
教

育
会
初
等
教
育
部
門
会
読
に
お
け
る
発
議
.
明
治
二
十
二

年
十
月
｡

『
大
日
本
教
育
会
雑
誌

総
集
会
記
事
第
二
』

所
収
)

(
2
)
言
語
上
の
変
化
を
論
じ
て
国
語
教
育
の
串
に
及
ぶ

(大
日

本
教
育
会
に
お
け
る
演
説
｡
明
治
二
十
二
年
｡

『
国
語
の

た
め
第
二
』
所
収
)

(
3
)
教
育
上
国
語
学
者
の
軸
索
し
居
る

1
大
要
点

(
大
日
本
教

育
会
に
お
け
る
演
説
o
明
治
二
十
八
年

f
月
.

『
国
語
の
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た
め
』
所
収
)

(
4
)
初
等
教
育
に
お
け
る
国
語
教
授
に
づ
い
て

(
国
家
教
育
社

に
お
け
る
演
説
｡
明
治
二
十
九
年
十

7
月
O

『
国
語
の
た

め
』
訂
正
再
版
所
収
)

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
関
連
を
持

つ
論
で
あ
る
が
､
特
に
注
目
す

べ
き
は
'

(
-
)
の

｢
小
学

ノ
教
科

二
国
語
ノ

}
科

ヲ
設
ク
ル
ノ

議
｣
で
あ
る
｡
こ
の
発
議
は
審
議
未
了
と
な

っ
た
が
､
言
語
教
育

と
し
て
の
国
語
教
育
の
新
し
い
方
向
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ

っ
た

(
注
9
)
｡
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
い
う
｡

国
語
卜
申
ス
モ
ノ
ハ
餓
千
年
間
我
等

ノ
祖
先
タ
ル
モ
ノ
ガ
我

等

二
通

シ
伝

へ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
､
我
等

ハ
之
ヲ
保
存
ス
ル

ノ
義
務
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
勿
論
ナ
ル
ベ
シ
｡
今
日
帝
国

二
生

レ

出
ヂ
タ
ル
国
民
ガ
国
語
ヲ
充
分
便
ヒ
分
ク
ル
コ
ー
ハ
誰
モ
望

ム
所
ナ
ラ
ン
､
殊

二
言
語
上
ノ
教
育
ヲ
ナ
ス
タ
メ
'
国
語
科

ヲ
小
学
校

二
役
ク
ル
コ
ー

ハ
実

ェ
必
要
ナ
リ

更
に
､

｢
言
語
上
ノ
教
育
｣
に
つ
い
て
'
次
の
よ
う
に
い
う
｡

読
ム
コ
ト
蕃
ク
コ
ト
ハ
能
ク
教

へ
テ
居
ル
様
ナ
レ
ド
モ
詣
ス

コ
-
等

ニ
ハ
気
ヲ
止
メ
ザ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
､
教
育
上
ノ
大
欠

点
ナ
リ
ト
屈
フ
｡
言
語

ニ
テ
思
想
ヲ
吐
鍔
ス
ル
必
要

ハ
切
迫

セ
リ
､
国
会
ナ
-
､
市
町
村
会
ナ
-
､
政
談
演
説
会
ナ
-
､

自
分
ノ
恩
フ
所
ヲ
人

工
知
ラ
シ
メ
テ
､
其
感
情

ヲ
分

ツ
ト
云

フ
コ
ト

ハ
今
日
ノ
時
世

こ
テ
急
務
ナ
リ

即
ち
､
話
し
言
葉
重
視
で
あ
り
､

｢
読
替

･
作
文

･
習
字
｣
に
話

し
言
葉
を
加
え
た

｢
国
語
｣
教
育
を
と
い
う
の
で
あ
る
､
ま
た
､

右
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
､
そ
の
背
景
を
な
す
も
の
は
､
教
育

の
実
憩
と
社
会
的
安
治
に
つ
い
て
の
認
識
で
あ

っ
た
D
な
お
､
氏

に
は
'
こ
れ
に
関
連
し
て
棟
準
語
の
制
定
に
つ
い
て
の
論
が
あ
る

が
'
こ
こ
に
は
省
略
す
る
O

次
に
､
与
良
熊
太
郎

｢
小
学
校
ノ
国
語
｣
(
『
信
濃
教
育
会
雑
誌
』

第
八
十
八
号
明
治
二
十
七
年

1
月
)
は
､

｢
国
語
ー

ハ
文
字
ノ
示

ス

如
ク
国
ノ
言
語

エ
ン
テ
即
チ
我
日
本
国
ノ
言
語
ナ
リ
｣
と
規
定
し
､

｢
小
学
校

二
於

テ
国
語
ヲ
授
ク
ル
ノ
日
的
｣
と
し
て
'
次
の
諸
項

を
挙
げ
る
｡

第

一正
シ
ク
他
人
ノ
言
語
ヲ
聞
ク
コ
ー

正
シ
ク
自
ラ
言
語
ヲ
為

ス
コ
ト

正
シ
ク
他
人

ノ
文
章
ヲ
読
､､,且
解

ス
ル
コ
ト

正
シ
ク
日
ラ
文
章

ヲ
作
為

ス
ル
コ
ト

第
二コ
レ
ヲ
方
便
ト
シ
テ
知
繊
ヲ
増
殖

ス
ル
コ
ト

我
国
ノ
美
風
良
俗
即
チ
我
国
粋
ヲ
認
識
セ
シ
ム
ル
コ
ー

尊
王
愛
国
ノ
志
気
ヲ
興
起
セ
シ
ム
ル
コ
ト

等
ナ
リ

第

l
ハ
直
接

エ
ン
テ
第
二

ハ
間
接
ナ
リ
第

一
ヲ
得

レ
ハ
階
テ

第
二
ヲ
得
ラ
ル
へ
キ
ナ
リ
故

二
教
授
上
直
接

二
着
眼
ス
ル
所

ハ
専
ラ
第

1
ェ
在
リ
ト
ス

こ
の
目
的
の
第

7
に
､
聞
き

･
話
し

･
読
み

･
沓
-
と
い
う
言
語

行
動
の
分
顎
と
目
標
を
明
確
に
挙
げ
て
い
る
点
は
､
高
-
評
価
さ
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れ
る
0
ま
た
､
第
二
の
目
的
に
､
明
治
三
十
年
代
後
半
以
降
の
国

民
教
育
の
方
向
を
示
唆
す
る
点

の
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
｡

次
に
､
明
治
三
十
三
年
に
'
国
語
科
が
設
置
さ
れ
'
そ
の
日
機

が
次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
が
､
内
容
は
'
そ
れ
ま
で
の
科
目
名

｢
続
審
及
作
文
｣
が

｢
国
語
｣
と
変

っ
た
以
外
は
､
明
治
二
十
四

年
の
小
学
校
教
則
大
網
第
三
条
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
Q

国
語

ハ
普
通
ノ
言
語
､
日
常
碩
知
ノ
文
字
及
文
章
ヲ
知
ラ
シ

メ
正
確

ェ
感
想
ヲ
表
彰

ス
ル
ノ
能
ヲ
養
ヒ
雅
テ
智
徳
ヲ
啓
発

ス
ル
ヲ
以
テ
要
旨
ト
ス

(
小
学
校
令
施
行
規
則
第
三
粂
)

こ
こ
に
は
､
先
ず
主
目
標
た
る
言
語
教
育
的
内
容
が
掲
げ
ら
れ
'

次
い
で

｢
智
徳
ヲ
啓
発

ス
ル
｣
が
示
さ
れ
る
｡

以
上
の
よ
う
に
､
明
治
二
十
年
代
か
ら
三
十
年
代
に
か
け
て
の

国
語
教
育
論
､
及
び
小
学
校
令
施
行
規
則
に
見
る
も
の
は
'
当
時

力
説
さ
れ
た

｢
国
語
｣
の
国
家

･
国
民
と
の
密
接
不
可
分
の
関
係
､

例
え
ば
'
右
の
与
良
飛
太
郎
氏

の
第
二
の
目
的
の
中
の
国
民
教
育

的
観
点
は
､
あ
ま
り
取
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
な
か

っ
た
｡
こ
れ

は
､
小
学
校
令
公
布
直
後
も
同
様
で
あ
る

(注
1
0
)
｡
こ
の
こ

と
は
､
当
時
の
国
語
教
育
が
言
語
教
育
に
全
力
を
挙
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
あ

っ
た
た
め
と
解
さ
れ
る
O

と
こ
ろ
が
'
明
治
三
十
年
代
後
半
に
な
る
と
､
次
に
示
す
よ
う

に
､
上
田
氏
は
､
国
民
教
育
の
た
め
の
国
語
教
育
を
説
き
'
そ
の

観
点
か
ら
今
日
の
国
民
教
育
､
国
語
教
育
に
は
多
く
の
欠
点
が
あ

る
と
し
た
｡

私
は
本
邦
の
国
語
教
育
は
'
今
ま
で
申
し
た
様
な
国
民
に
必

要
な
智
識
巷
成
る
ペ
-
採

っ
て
､
此
の
智
識
を
与

へ
る
や
う

に
す
る
為
に
､
本
邦
の
言
語
文
革
を
教

へ
る
も
の
で
あ
ら
う

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
｡

(
中
嶋
)
猶
ほ
い
ひ
か

へ
て
見
れ

ば
､
小
学
校
で
は
国
民
思
想
を
養
成
し
て
､
其
の
国
民
思
想

に
ど
の
子
供
を
も
引
き
附
け
よ
う
と
い
ふ
目
的
か
ら
音
譜
文

革
を
教

へ
る
の
で
'
従

っ
て
小
学
校
で
教

へ
る
言
語
文
革
は

多
-
国
民
思
想
に
直
接
関
係
あ
る
も
の
を
選
ば
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ

(
｢
国
民
教
育
と
国
語
教
育
｣
明
治
三
十
五
年
六
月
の

高
等
師
範
学
校
内
国
語
学
会
に
お
け
る
演
説
｡

『
国
語
の
た

め
第
二
』
所
収
)

上
田
氏
の
こ
の
意
見
は
､
当
初
の
音
譜
教
育
を
力
説
す
る
こ
と
か

ら
'
幅
を
広
げ
'
国
民
教
育
的
な
教
材
の
採
択
を
主
張
す
る
｡
こ

れ
は

｢
智
徳
ヲ
啓
発

ス
ル
｣
レ
ベ
ル
と
'
か
な
り
異
な

っ
た
も
の

が
あ
る
｡
な
お
､
こ
の
講
演
が
､
文
部
省
専
門
学
務
局
長

(
明
治

三
十

一
年
か
ら
文
科
大
学
教
授
と
雅
任
)
を
辞
任
し
た
直
後
に
行

わ
れ
た
と
い
う
点
か
ら
は
､
学
者
の
意
見
開
陳
以
上
の
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
か
｡
と
も
あ
れ
､
こ
の
頃
が
国
語
教
育
の
転
回
点
で
あ

り
､
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
､
そ
の
後
の
国
語
教
育
観
の
形
成
に

大
重
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
O
そ
し
て
､
国
家
意
識
の
高

揚
を
必
要
と
す
る
時
代
に
入
る
と
､
次
に
見
る
よ
う
に
､
よ
り
明

確
に
目
的
と
し
て
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
る
｡

国
民
科
国
語

ハ
日
常
ノ
国
語
ヲ
習
得
セ
シ
メ
其
ノ
理
会
カ
ト

発
表
カ
ト
ヲ
養
ヒ
国
民
的
思
考
感
動
ヲ
通
ジ
テ
国
民
精
神
ヲ

滴
養

ス
ル
モ
ノ
ト
ス

(国
民
学
校
令
施
行
規
則
第

二
等
第
四
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条

昭
和
十
六
年
)

と
こ
ろ
で
､
こ
の
よ
う
な
国
語
教
育
観
は
､
植
民
地
教
育
の
場

合
､
そ
の
当
初
か
ら
鮮
明
で
あ

っ
た
｡
例
え
ば
､
台
湾
に
設
置
さ

れ
た

｢
国
語
伝
習
所
｣
の
目
的
は
､
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
｡

国
語
伝
習
所

ハ
本
島
人

工
国
語
ヲ
教
授
シ
テ
其
日
常
ノ
生
活

こ
資
シ
且
本
国
的
精
神
ヲ
養
成

ス
ル
ヲ
以
テ
本
旨
ー
ス

(
国

語
伝
習
所
規
則
第

一
粂

明
治
二
十
九
年
)

朝
鮮
に
お
け
る
普
通
学
校
に
お
い
て
も
同
断
で
あ
る
｡

国
語

ハ
国
民
精
神
ノ
宿
ル
所

こ
シ
テ
且
知
識
技
能
ヲ
得
シ
ム

ル
ニ
欠
ク
へ
カ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
何

レ
ノ
教
科
日

工
付

チ

モ
国
語
ノ
使
用
ヲ
正
確

ニ
シ
其
ノ
応
用
ヲ
自
在
ナ
ラ
シ
メ
ム

コ
ト
ヲ
斯

ス
へ
シ

(普
通
学
校
規
則
第
七
条
三

明
治
四
十

四
年
)

国
家

･
国
民
と

i
体
と
い
う

｢
国
語
｣
観
は
､
た
め
ら
う
こ
と
な

-
植
民
地
の
言
語
政
策
策
定
の
基
本
に
置
か
れ
'
昭
和
二
十
年
の

放
蛾
に
至
る
ま
で
続
け
ら
れ
る
｡
そ
し
て
､
こ
れ
に
つ
い
て
の
反

論
や
疑
義
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
は
極
め
て
少
な
か

っ
た
(往

1
1
)0

植
民
地
言
語
政
策
と
し
て
の
国
語
教
育
は
､
既
に
､
日
本
人

の

記
憶
か
ら
消
え
去
り
つ
つ
あ
る
｡
し
か
し
'
国
語
教
育
史
研
究
に

お
い
て
は
､
欠
落
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
｡

結
語
｢
国
語
｣
に
は
､
自
国
語
と
し
て
の
日
本
語
を
指
す
用
法
が
あ

る
｡
こ
の
用
法
は
､
日
本
国
が
ほ
と
ん
ど

三
昌
諸
国
家
で
あ

っ
た

た
め
に
､
疑
い
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
､
普
及
し
'
国
民
に
親
し
ま

れ
た
｡
そ
し
て
､
明
治
二
十
年
代
に
は
､

｢
国
語
｣
こ
そ
国
家

･

国
民
を
支
え
る
も
の
と
規
定
さ
れ
た
｡
こ
の
よ
う
な

｢
国
語
｣
が

教
科
名
と
な

っ
た
時
に
､
国
語
教
育
は
､
必
然
的
に
､
言
語
教
育

と
と
も
に
精
神
教
育
を
'
更
に
時
代
の
要
諦
が
あ
れ
ば
､
国
家
教
.

菅
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
七

な

っ
た
の
で
あ
る
｡

も
と
よ
り
､
そ
の
間
に
は
種
々
の
事
柄
が
絡
み
､
単
純
で
は
な

い
｡
し
か
し
､
そ
の
根
本
に
は
､

｢
国
語
｣
の
意
味
す
る
も
の
､

即
ち
､
日
本
人
の

｢
国
語
｣
観
が
､
国
語
教
育
に
ど
の
よ
う
に
投

影
し
て
い
る
か
の
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
O
本
稿
は
､

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の

1
考
察
で
あ
る
.

30

往

1

京
極
興

一
｢
｢国
語
｣
｢邦
語
｣
｢日
本
語
｣
に
つ
い
て
-
近

世
か
ら
明
治
前
期
に
至
る
I
L

(
『
国
語
学
』
第

1
四
六

集
昭
和
六
十

!
年
九
月
)

注
2

(
3
)

(
4
)
は
'
初
出
及
び
そ
れ
に
続
く
例
で
､
翻

訳

･
外
国
語
関
係
の
辞
典
が
出
鵬
で
あ
る
.
本
文
に
記
し

た
よ
う
に
､
自
国
譜
的
方
法
は
こ
の
欄
の
文
献
に
は
'
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
｡
な
お
､

(
3
)
は
､
古
田
発
朔

｢
｢

国
語
｣
と
い
う
語
｣

(
『
解
釈
』
昭
和
四
十
四
年
七
月
号
)

亀
井
孝

｢
｢
こ
-
ご
｣と
は
い
か
な
る
こ
と
ば
な
り
や
｣

(

『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
四
十
五
年
十
月
号
)
に
指
摘
さ



れ
た
も
の
で
あ
る
｡

注

3

こ
れ
に
関
連
す
る
文
献
に
､
次
の
も
の
が
あ
る
.

亀
井

孝

『
日
本
語
の
歴
史

6
新
し
い
国
語

へ
の
渉
み
』

(
昭
和
四
十
年
)
第
三
章

新
し
い
国
語
の
意

識
と
そ
の
教
育

同

右

『
日
本
語
学

の
た
め
に
』
亀
井
孝
論
文
集

-

(

昭
和
四
十
六
年
)
所
収

日
本
言
語
学
の
た
め

に

(
昭
和
十
三
年
)

･
｢
こ
く
ご
｣
と
は

い

か
な
る

こ
と
ば

な
り
や

(
昭
和
四
十
五
年
)

古
田
凍
朔

『
紙
座
国
語
史
4
文
法
史
』

(
昭
和
五
十
七
年
)

第
七
章

現
代

の
文
法

同

右

『
日
本
言
語
文
化
論
』

(昭
和
六
十
年
)

4

｢
国
語
｣
意
識
の
成
立

往
4

注
1
に
同
じ
O

泣
5

関
根
正
直

明
治
十
九
年
帝
国
大
学
古
曲
講
習
料
卒
O

『
古
事
塀
苑
』
の
編
集

に
従
事
後
'
華
族
女
学
校

･
学
習

院

･
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
教
授

･
東
京
帝
国
大
学
講

師
｡
文
学
博
士
｡
明
治
二
十
四
年
刊
の

『
国
語
学
』
は
'

書
名
に

｢
国
語
学
｣
を
附
け
た
最
初
の
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

な
お
､

『
国
語
学
』
に
も
､
表
現
は
や
や
異
な
る
が
､

｢

国
語
｣
に
つ
い
て
の
論
が
記
さ
れ
て
い
る
｡

往
6

伊
沢
修
二

｢
本
邦
語
学

こ
付
テ
ノ
意
見
｣

(
『
大
日
本

教
育
会
雑
誌
』
八
十
五
号

明
治
二
十
二
年
四
月
)

凡
ソ
国
ノ
言
葉
卜
云

フ
モ
ノ
ハ
､
其
国
ノ
人
民
ノ
思
想

往

7
往

8
往

9

ガ
発
達

ス
ル
こ
従
テ
､
自
ラ
変
遷

シ
テ
釆
ナ
ク
テ
ハ
ナ

ラ
ス
モ
ノ
ヂ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
､
今
日
/
日
本
人
ノ
思
想

ヲ
現

ハ
ス
ニ
ハ
､
是
非
共
今
日
二
適
当
ナ
ル
所
ノ
言
葉

ヲ
用
ヒ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
-

マ
ス
マ
イ
'
従
テ
国
語
ノ
研
究

上

二
於
チ
モ
､
今
日

二
適
当

シ
タ
ル
モ
ノ
ヂ
ナ
ケ
レ
バ
､

余
り
効
益

ハ
ナ
カ
ラ
ウ
ー
存
ジ

マ
ス
｡

ソ
レ
放

二
此
教

育
金

工
於
テ
ハ
､
何
処
迄
モ
今
日
二
適
当
ナ
ル
所

ノ
言

葦
ノ
研
究

ヲ
致

シ
タ
イ
ト
存
ジ
テ
､
不
肖
ナ
ガ
ラ
先
ヅ

其
研
究

こ
従
事

ス
ル
コ
ー
ヲ
シ
テ
ハ
､
何
ウ
ヂ
7
ラ
ウ

ト
云
フ
コ
ト
ヲ
申
シ
出
シ
タ
コ
ト
ヂ
ア
リ
マ
シ
タ
｡

上
田
万
年

明
治
二
十

1
年
韓
国
大
学
文
科
大
学
和
文

学
科
卒
業
｡
明
治
二
十
七
年
､
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
､

帝
国
大
学
教
授
に
任
じ
ら
れ
､
博
青
学

(
言
語
学
)
を
担

当
し
た
｡
以
後
､
文
部
省
専
門
学
務
局
長
を
来
任
'
国
語

調
査
委
員
会
主
査
委
点
､
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
長

･

臨
時
国
語
調
査
会
会
長
を
歴
任
し
た
O
文
学
博
士
｡

大
槻
文
彦

明
治
二
十
四
年

『
言
海
』
刊
行
｡
次
い
で
､

『
言
海
』
巻
頭
の

｢
語
法
指
南
｣
を
改
訂
し
て

『
広
日
本

文
典
』

『
広
日
本
文
典
別
記
』
を
刊
行
し
た
｡
時
に
五
十

歳
D
以
後
､
国
語
調
査
委
員

･
国
語
調
査
委
員
会
主
査
委

員

･
臨
時
仮
名
遺
調
査
委
員
会
委
員
等
を
歴
任
し
た
｡
文

学
博
士
｡

上
田
万
年
氏
の
論
よ
り
や
や
早
-
､
坪
井
仙
次
郎
氏
の

｢
小
学
校
ノ
教
科

二
国
語
科
ヲ
設
ク
ベ
シ
｣

(
『
教
育
時
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論
』
第
百
三
十
七
号

明
治
二
十
二
年
二
月
五
日
)
と
い

う
論
文
が
あ
る
O
そ
の
話
し
言
葉
重
視
の
考
え
方
は
､
上

田
博
士
の
諭
と
共
通
す
る
｡

余

ハ
読
替
作
文
ノ
二
科
こ
代
フ
ル
ェ
国
語
ノ

一
科
ヲ
以

テ
セ
ン
ト
ス
ル
ナ
リ
而
シ
テ
希
望
ス
ル
所

ハ
読
奮
作
文

ヲ
授
ク
ル
ノ
上
二
又
話
力
ヲ
教
養
セ
ン
ー
ス
ル
ェ
在
り

(
中
略
)
余
ノ
小
学
校
ノ
教
科
中

二
列
セ
ン
ト
ス
ル
所

ノ
国
語
科

ハ
イ
ハ
エ
ル
言
語
文
字
ヲ
包
含
シ
タ
ル
モ
ノ

ト
ス

往

1
0

次
の
芦
田
恵
之
助
氏
の
論
は
､
小
学
校
令
施
行
直
後

の
言
語
教
育
を
主
と
す
る
国
語
教
育
論
の

f
例
で
あ
る
.

他
人
の
談
話
を
聞
き
､
及
び
他
人
の
文
章
を
よ
み
て
之

を
理
解
し
､
更
に
自
己
の
思
想
を
談
話
､
又
は
文
字
に

て
発
表
し
､
其
文
字
に
て
発
表
す
る
に
当
り
て
は
､
其

審
き
方
を
正
し
-
L
t
藁
は
し
-
す
る
こ
と
等
は
こ
れ

分

つ
ペ
か
ら
ざ
る

1
全
体
な
り
と
い
ふ
大
精
神
を

!
股

に
示
し
た
る
も
の
な
る
こ
と
を
､
余
は
確
信
す
｡

(
中

略
)
国
語
科
は
､
我
国
譜
を
談
話
に
て
も
､
文
革
に
て

も
理
解
し
､
又
其
反
対
に
談
話
に
て
も
､
文
章
に
て
も

発
表
す
る
甚
大
主
眼
と
す
る
も
の
な
り

(
『
小
学
校
に

於
け
る
今
後
の
国
語
教
授
』
第

二
早

国
語
科
と
改
め

た
る
精
神

明
治
三
十
三
年
十
二
月
)
)

注

1
1

｢
国
語
｣
観
と
植
民
地
言
語
政
策
の
問
題
に
つ
い
て

は
､
別
に
取
り
上
げ
る
予
定
で
あ
る
｡

な
お
､
戦
争
末
期
に
お
け
る
批
判
的
論
文
に
は
､
次
の
も

の
が
あ
る
｡

時
枝
誠
記

｢
朝
鮮
に
於
け
る
国
語
政
策
及
び
国
語
教
育
の

将
来
｣

(
『
日
本
語
』
第
二
巻
八
号

昭
和
十
七
年
八

月
)

同

右

｢
最
近
に
於
け
る
国
語
問
題
の
動
向
と
国
語
学
｣

(
『
日
本
語
』
第
四
巻
二
号

昭
和
十
九
年
二
月
)

(
き
ょ
う
ご
-

お
き
か
ず

信
州
大
学
教
授
)
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